
普
通
交
付
額
×
ef
１５
×

当
該
関
連
市
町
村
の
面
積
点
数

関
連
市
町
村
の
面
積
点
数
を
合
算
し
た
点
数
＋

×
１４

関
連
市
町
村
の
人
口
点
数
を

当
該
関
連
市
町
村
の

人
口
点
数

合
算
し
た
点
数
＋
１２
×

当
該
関
連
市
町
村
に
係
る
特
定
防
衛
施
設
の
運
用
点
数

関
連
市
町
村
に
係
る
特
定
防
衛
施
設
の
運
用
点
数
を
合
算
し
た
点
数
＋
１2
0
×
関
連

当
該
関
連
市
町
村
に
係
る
特
定
防
衛
施
設
の
訓
練
点
数

市
町
村
に
係
る
特
定
防
衛
施
設
の
訓
練
点
数
を
合
算
し
た
点
数

gh

タ
ー

を
「飛

行
場
等

」
に
改
め
、
同
号
ア
\
及
び
]
中
「
飛
行
場
」
を
「
飛
行
場
等
」に
改
め
、同
号
ア
の
第
一
表
中「

を
「

ボ
ジ
エ
ツ
ト
発
動
機
を
補
助
動
力
と
す
る
航
空
機

一
・
〇

」

回
転
翼

な
い
航

タ
ー
ボ

航
空
機
そ
の
他
タ
ー
ボ
ジ
エ
ツ
ト
発
動
機
を
主
た
る
動
力
又
は
補
助
動
力
と
し

空
機

ジ
エ
ツ
ト
発
動
機
を
補
助
動
力
と
す
る
航
空
機

一
・
〇

〇
・
一

」 に
改
め
、
同
号
ア

の
第
二
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成™š年˜—月˜›日 金曜日 (号外第™™™号)官 報

第
九
条
の
見
出
し
中
「
説
明
会
」
を「
準
備
書
説
明
会
」

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
十
七
条
第
二
項
」
の
下

に
「
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
二
項
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
条
の
四
中
「
方
法
書
説
明
会
」
と
あ
る
の
は

「
準
備
書
説
明
会
」
と
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
対

象
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
」
と
あ
る
の
は
「
関
係
地
域
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
前
項
の
」
を
「
第
三
条
の
四
第
二

項
の
」
に
改
め
、「
法
第
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に
「
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
、「
前
項

第
一
号
」
を「
第
三
条
の
四
第
二
項
第
一
号
」に
改
め
、「
港

湾
開
発
等
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
五
号
中「
方
法
書
」

と
あ
る
の
は
「
準
備
書
」
と
」
を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
の
五
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
事
業
者
の
責

め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
五
中
「
方
法
書

説
明
会
」
と
あ
る
の
は
「
準
備
書
説
明
会
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
第
三
条
の
五
の
」

に
改
め
、「
法
第
十
七
条
第
四
項
」
の
下
に
「
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
」を
加
え
、「
前
項
第
二
号
」

を
「
第
三
条
の
五
第
二
号
」
に
改
め
、「
港
湾
管
理
者
」と
」

の
下
に
「
、「
方
法
書
説
明
会
」
と
あ
る
の
は
「
準
備
書
説

明
会
」
と
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
中
「
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
」
を
削
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
学
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
十
二
条
の
二

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
二
十
三

条
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
意
見
を
述
べ
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
評
価
書
の
公
表
）

第
十
五
条
の
二

第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七

条
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
中
「
方
法
書
」
と
あ
る
の

は
「
評
価
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
表

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条

の
二
中
「
方
法
書
」
と
あ
る
の
は
「
評
価
書
」
と
、
同

条
第
一
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は「
港
湾
管
理
者
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
七
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
七
条

の
二
第
二
項
」
を
、「
第
十
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第

十
五
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
、「
及
び
第
四
条
第
一
項
」

を
削
り
、「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
法
第
八
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第

三
条
の
二
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七

条
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都

市
計
画
決
定
権
者
」
と
、
第
三
条
の
三
中
「
法
第
七
条
の

二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
の
二
第
一

項
」
と
、
同
条
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画

決
定
権
者
」
と
、第
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
中「
法

第
七
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
の

二
第
二
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
事
業
者
の
氏
名
及
び

住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）」と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画

決
定
権
者
の
名
称
」
と
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

の
規
定
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象

事
業
」
と
、
第
三
条
の
五
中
「
法
第
七
条
の
二
第
四
項
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
」
と
、
同
条

中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」と
、

第
四
条
第
一
項
中
「
法
第
八
条
第
一
項
」と
あ
る
の
は「
法

第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
八
条
第
一
項
」
と
、
第
四
条
の
二
中
「
法
第
十
一

条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
一
条
第
三
項
」

と
」
を
加
え
、「「
法
第
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は「
法

第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
十
八
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二

第
一
項
中
「
法
第
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十

六
条
」
と
」
を
加
え
、「「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市

計
画
決
定
権
者
」
と
、
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第

一
項
」
と
、「
法
第
十
七
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中

「
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）」と

あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
の
名
称
」
と
、
同
項
第

二
号
及
び
第
三
号
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市

計
画
対
象
事
業
」
と
」
を
「
法
第
十
七
条
第
二
項
」
と
、

同
項
中
「
対
象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事

業
」
と
」
と
、「
法
第
十
七
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法

第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
法
第
十
七
条
第
四
項
」
を
「
法
第
十
七
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
、
第

十
一
条
第
一
項
中
「
法
第
十
七
条
第
四
項
（
法
第
四
十
八

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る

の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
十
七
条
第
四
項
」
と
」
を
削
り
、「
法
第

二
十
七
条
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
事
業
者
の
氏
名
及
び

住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及

び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）」と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画

決
定
権
者
の
名
称
」
と
、同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中「
対

象
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
事
業
」
と
」
の

下
に
「
、
第
十
五
条
の
二
中
「
法
第
二
十
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
七
条
」
と
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
四
号

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）
第
十
五

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日

防
衛
大
臣

一
川

保
夫

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
令
第
十
五
条
第
六
号
に
掲
げ
る
運
用
の
態
様
の
変
更
を
基
礎
と
し
て
交
付
す
べ
き
交
付
金
の

額
を
除
き
」
を
削
り
、「
算
定
す
る
も
の
」
を
「
算
定
し
た
額
及
び
第
五
項
の
額
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
項
の
式
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
演
習
場
」
の
下
に
「
又
は
試
験
場
（
以
下
「
演
習
場
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
、
当

該
数
値
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
）」を
「
当
該
数
値
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
し
、
令
第
十
三
条
第
四
号

に
掲
げ
る
防
衛
施
設
に
係
る
関
連
市
町
村
で
令
第
十
五
条
第
四
号
の
割
合
が
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
五
十
人
未

満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
数
値
に
〇
・
三
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
す
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
第
三
表
中

「
一
・
一
」
を
「
一
・
二
」
に
、「
一
・
二
」
を
「
一
・
四
」
に
、「
一
・
三
」
を
「
一
・
六
」
に
、「
一
・
四
」
を
「
一
・

八
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
合
算
し
た
数
値
）」の
下
に
「
。
た
だ
し
、
当
該
防
衛
施
設
を
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
き
日
本
国
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
使
用
し
て
い
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
値
に
一
・
二
を
乗
じ
て
得
た
数
値
と
す
る
。」を
加
え
、
同
号
ア
（
\
及
び
]
を
除
く
。）中

「
飛
行
場
」
を
「
飛
行
場
等
（
令
第
十
五
条
第
五
号
ア
に
規
定
す
る
飛
行
場
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」に
、「飛

行
場

」

˜�


		2011-10-13T14:46:43+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




